
 

 

 

ならのがんに関する患者意識調査について（令和７年度調査）（案） 

 

 １ 目的 

   第４期奈良県がん対策推進計画の進捗状況を評価するため、令和３年度に実施した

調査と比較し、医療に対する満足度、がん医療に関する認知度等を把握し、がん対

策の施策効果を検証して、第４期計画の中間評価に生かす。 

 

 ２ 対象 

     県内のがん診療を標榜している病院に入院、通院中のがん患者  ２,０００人 

＊病状により記入が困難な場合は、家族などの補助を得て記入していただく場合もある。 

＊がんの告知を受けていない方やメンタル等のサポートが必要ながん患者は、医療機関の判断により、調査対 

 象とはしない。 

 

 ３ 調査期間 

     令和７年１０月１日（水）～ 令和７年１０月３１日（金）の１ヵ月間（予定） 

 

 ４ 調査方法 

    ・がん診療を行っている医療機関から、入院、通院中のがん患者に調査票と返信用

封筒を手渡していただき、がん患者本人が調査票に記入後、郵送で提出 

  ・原則として、患者本人の記入方式とするが、記入できない場合については、家族 

等が補助して記入することも可能。 

 

 ５ 調査協力要請医療機関 

     県内のがん診療連携拠点病院・支援病院、その他がん診療を行っている医療機関 

  

６ 調査項目（約６０問） 

① 医療機関で受けた診断や治療について 

② 地域連携について 

③ 今後の療養について 

④ 相談支援・情報提供について 

⑤ 治療と就労について 

⑥ がん登録について 

⑦ 全般的なことについて 

⑧ フェイスシート 

        

 ７ 調査結果の公表等 

県下全体の結果について報告書の作成と県ホームページへの掲載（公表） 
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